
令和 6年 4月 1日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

　

　

＜目的＞

＜成果＞

　

連携先の企業等の意見または評価

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

熊本県のコーディネーターからの紹介で受けた、農福連携事業の一環として、かなえる様から受け入れました。

受入当初はどのようなレベルの方々が来られるかわからず、又食品を扱う工場なのでどのような仕事を任せられるか不安でしたが、始まってみ

ると個人差はあるものの、一緒に働いてもらってる他の職員と変わらず、非常にレベルが高く驚いています。

せっかくこのような能力を持つ方々がいるのに、世間で評価されずなかなか一般企業と繋げることができないことは、今の社会の責任だと感じ

ます。

連携先企業名 ＪＡあしきた　 担当者名 志村晴生

利用者　等： 平均就労人数　５人～７人 水俣・あしきた名産デコポンの選別

地域連携活動のねらい：地域に根付いている会社と連携することによって地域住民とのコ

ミュニケーションを取りながら、繁忙期の人員不足など様々な抱えている問題を解消し解決

できる一歩となる。又、より一般就労に近いところに身を置くことで、自立した生活基盤を

作ることの実現につながる。

地域にとってのメリット：人出不足、後継者問題の解決に向け、人材育成の礎となる。

対象者にとってのメリット：一般就労先での作業を通して、大変さを実感してもらう

と同時に一般の就労者の方々と関りを持ち、一般就労に向けての自立心を育て、地域社会で

活躍の場を広げる。 デコポンの袋詰め

実施した結果

県の農福連携事業として始めた事業で、当事業所も先方の会社も当初はどのように対応

し、人員を配置しどのような作業をさせるのが適当か不安の中での出発であった。

しかし毎日、現場に向かい就労を続けていくことによって、利用者一人一人が心身とも

に成長していく中で、仕事にやりがいを見つけプライドを持ち、この仕事だけは誰にも負け

ないという自信を持つようになってきた。

あとは、更に経験を重ね速さや正確さを向上させることにより地域・企業に貢献できる

人材となるように育っていただきたい。

デコポンのシーラー封入作業

活動場所：　ＪＡあしきた　サラたまちゃん選果場　マルタ選果場 活動の様子の写真

活動内容のコメント

成果物の写真実施日程：　9月～１２月　苗数え　　１月～４月　デコポン選果、袋詰め

実施した生産活動・施設外就労の概要：

　　サラダタマネギの苗数え

　　デコポンの選果、袋詰め、箱詰め作業

電話番号 0966-83-8998 対象年度 令和　5　年度

地域連携活動の概要

熊本県　農福連携　推奨事業

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 かなえる 事業所番号 4310700390

住　所 熊本県水俣市築地3-1典仁ビル１階 管理者名 水政幸三

様式１


